














要約:中等症から重症の事故が集まる病院において、事故の情報を継続的に収集するため

の情報収集用紙を作成し検討した.4つの診療科の外来で14週間に148例の情報を収集し、

初診患者に占める割合は 3.7%であった.看護婦による問診、患者自身による事故の状況の

記入、医師の診察と記入、事務員による用紙の回収と情報入力の流れにより、日常業務に

支障なく、また患者側から問題点も指摘されなかった.このシステムにより、事故が起こ

った状況を正確にかつ継続的に把握することができるようになり、事故防止を考える上で

有用なシステムであることがわかった.


